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　快適すぎて動けなくなる魔法のソファ「 Yogibo（ヨギボー）」を展開する株式会社 Yogibo（代表取締役社長

：井形 剛士／以下「Yogibo」）は、和歌山県すさみ町（町長：岩田  勉／以下「すさみ町」）と、「地方創生及

び防災に関する連携協定」を 2026年9月24日（木）に締結いたします。本協定では、災害時における被災

者支援をはじめ、 Yogibo製品の平時利用と有事活用、地域の魅力発信などについて連携します。 Yogibo
が日常の中で届けてきた「心地よさ」を、もしもの時の「安心」へ。普段から使っているものを災害時にも役

立てる「フェーズフリー」の考え方を取り入れ、地域の安心・安全に貢献してまいります。

Yogibo、和歌山県すさみ町と

“地方創生及び防災に関する連携協定 ”を締結

いつもの心地よさを、もしもの安心へ。 Yogiboの新たな取り組み

・いつもの「心地よさ」を、もしもの時にも

　Yogiboが大切にしてきたのは、誰もが自分らしく過ごせる「心地よさ」です。

身体をやさしく包み込み、ほっと力を抜ける時間をつくる。そんな日常の心地よさを、もしもの時にも

届けたいと考えています。本協定では「フェーズフリー」の考え方のもと、平時から Yogibo製品を活

用しながら、災害時には状況に応じて、人が少しでも身体と心を休められる環境づくりに役立てて

まいります。

・すさみ町とのご縁から生まれた協定

　今回の協定のきっかけとなったのは、 Yogiboとすさみ町

とのこれまでのご縁です。 Yogiboのメンバーが何度かす

さみ町を訪れ、豊かな自然や美しい景観、町の穏やかな

空気に触れる中で、私たちにとっても印象深い場所となっ

ていました。そうしたつながりから対話が生まれ、 Yogibo
の「心地よさ」を地域の安心にも役立てられないかという

想いが、今回の協定へとつながりました。

　有事の際には、すさみ町からの要請に応じて、 Yogiboとして可能な範囲で協力してまいります。

慣れない避難生活の中でも、少しでも身体を休め、心を落ち着けられる時間を。

日常に寄り添ってきた Yogiboを、もしもの時にも、人を支える存在として役立てていきたいと考えて

います。
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・防災をきっかけに、地域とのつながりを

　本協定では防災に加え、すさみ町の魅力発信や広域観光、地域資源を活用した交流などについ

ても、双方で連携の可能性を検討していきます。

まずは今回の協定をひとつのきっかけとして、できることから。

Yogiboとすさみ町は、防災を軸に、地域との新たなつながりの可能性を育んでまいります。

・日常から、もしもまで。  

　Yogiboはこれまで、製品を通じて暮らしの中に新しい「心地よさ」を届けてきました。

日常には、心地よさを。もしもの時には、安心して身体と心を休められる場所を。

今回のすさみ町との連携を通じて、 Yogiboが届ける「心地よさ」を、暮らしから地域へと少しずつ広

げてまいります。

日常から、もしもまで。いつでも、人のそばに。

・協定概要

協定名： 地方創生及び防災に関する連携協定

締結者： 和歌山県すさみ町・株式会社 Yogibo
締結日： 2026年9月24日（木）15：00〜15：30
場所： すさみ町役場  2階 応接室（和歌山県西牟婁郡すさみ町周参見 4089）

　ビーズソファをはじめ、インテリア家具・生活雑貨などリラックスアイテムを取り扱うライフスタイルブ

ランド。Yogiboのビーズソファは従来型のビーズクッションとは異なり、 1つでベッド・ソファ・リクライ

ナー・チェアなど、用途に合わせて形状を自由に変化させることができます。デザイン性も高い最先端

のインテリアとして、ご自宅だけでなくホテルや温泉旅館、キャンプやグランピング施設、オフィスでの

ビジネスシーンなど、さまざまな場所で活用いただいています。現在、世界 7ヶ国で展開しております。

・Yogiboについて

■ 社会とのパートナーシップ

　日本国内においては、プロ eスポーツチーム「 REJECT」や全日本モトクロス参戦チーム「マウンテ

ンライダーズ」のスポンサーを務めるほか、ライブハウスのネーミングライツ取得など、スポーツ・音

楽・文化を応援する多彩な活動を展開しています。

【Yogiboパートナーシップ ：https://yogibo.inc/csv/】

プロ e スポーツチーム「 REJECT」 全日本モトクロス参戦チーム
「マウンテンライダーズ」メインスポンサー

ライブハウスのネーミングライツ取得

主な連携事項

・災害時における被災者支援

・フェーズフリーの考え方に基づく Yogibo製品の平時利用及び有事活用

・すさみ町の魅力発信及び広域観光の推進

・地域の自然環境や公共空間を活用した相互交流

・継続的な関係人口の創出

・その他、地方創生の推進

https://yogibo.inc/csv/
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■ コラボレーションによる価値創造

　Yogiboは、国内外の IP（知的財産）を持つ企業とのコラボレーションを積極的に展開しています。

これまでにも「ディズニー  ミッキー アンド フレンズ」や「スター・ウォーズ」など、世界的ブランドとの

共同開発を通じて、 Yogiboならではの快適さとデザイン性を融合してきました。今後も、パートナー

企業とのコラボレーションを通じて、互いの強みを掛け合わせながら、新しい価値を生み出す “共
創”を推進してまいります。

【Yogibo法人様サービス： https://yogibo.inc/business】

■ サステナビリティ活動

社会課題解決に取り組む団体に Yogiboが広告を出稿し、それを活動原資として還元する新しい広

告の仕組み「TANZAQ（タンザク）」プロジェクトのほか、「センサリールーム」のプロデュース・普及

活動、被災地への支援活動など、事業を通じて “ストレスのない社会の実現 ”を目指しています。

【Yogibo Social Good「TANZAQ（タンザク）」： https://tanzaq.jp】

商品売上の 5％を社会課題の解決に  
「Yogibo Social Goodクーポン」

引退競走馬の余生を支援する活動
Yogiboヴェルサイユリゾートファーム

TANZAQ で広告出稿している
社会団体（一部）

・会社概要

会社名 ：株式会社  Yogibo
代表者 ：代表取締役社長  井形 剛士

所在地：

・東京本社：〒105-0003 東京都港区西新橋 1-15-4 銀泉西新橋ビル 11F
・大阪オフィス：〒 541-0048 大阪市中央区瓦町 3-6-5 銀泉備後町ビル 2F
・名古屋オフィス：〒 460-0008 愛知県名古屋市中区栄 3-28-11 名古屋ゼロゲート 2F
設立： 2002年2月1日

事業内容：

・快適すぎて動けなくなる魔法のソファ 「Yogibo（ヨギボー）」

・持続的な社会課題解決を目指す広告「 TANZAQ（タンザク）」

・ Yogiboの哲学を、手の届く品質で届ける「 YGB（ワイジービー）」

https://yogibo.inc/business
https://yogibo.inc/business%E3%80%91
https://tanzaq.jp
https://yogibo.jp/
https://tanzaq.jp/
https://ygb.jp/

